
　本授業では，以下の検証を行うものである。
○　問い直す活動において，板書に「見える図」を用いることは，子どもの思考を整理し，広げる
　手立てとして有効であったか。

◯ 振り返る活動において，「見える図」を用いて今までの体験やそのときの心情を想起すること

は，自己の生き方についての考えをより深める手立てとして有効であったか。

１ 主題名 友達と仲良く（資料名「およげない りすさん」〈読み物－「わたしたちの道徳」〉）

２ ねらい

友達と仲良くし，互いに助け合っていこうとする態度を育てる。

（２－③ 友情・信頼，助け合い）

３ 展開に当たって

見つめる活動では，友達と仲良くできた体験やそのときの心情を想起させた上で，もっとどのよ

うになりたいか問い掛けることで，「もっとともだちとなかよくなるには，どのような気もちがあ

ればよいだろう。」という共通の問題意識を練り上げることができるようにする。

問い直す活動では，まず，ＩＣＴ機器を活用して資料を提示することで，資料の内容をより深く

理解することができるようにする。次に，りすを仲間はずれにする場面において，自分の体験を想

起させることで，かめたちの気持ちに共感することができるようにする。その後，自分達だけで遊

んでいるかめたちの表情を押さえることで，りすがいないと楽しくないことに気付くことができる

ようにする。中心発問においては，次の日にりすを遊びに誘う場面を取り上げる。その際，かめた

ちの気持ちを一人で考えた後，つぼみちゃんペアで対話活動を行うことで，道徳的価値に対する自

分の感じ方や考え方を明確にしたり，多様な考え方に気付いたりすることができるようにする。ま

た，教師と子どもで役割演技をすることで，かめたちの気持ちにより共感することができるように

する。さらに，板書に「見える図」を用いて，自分・他者・集団社会の三つの視点で分類すること

で，子どもの思考を整理し，広げることができるようにする。

振り返る活動では，事前に道徳的価値について考えた「見える図」に，本時の学習で分かったこ

とやこれまでの体験やその気持ちを書き加えることで，授業後の深まりを実感することができるよ

うにする。

あたためる活動では，「わたしたちの道徳」の言葉や友達と仲良くできた体験の映像を見せるこ

とで，友達と仲良く，助け合うことのよさを実感させ，道徳的実践意欲を高めることができるよう

にする。

４ 他教育活動や環境，地域社会との関連

事行校学時本等科教

」行遠念記校開「間時の徳道○科活生○

「出かけよう 田上のまちへ」 友達と仲良く 「小運動会」

いなげよお「科楽音◯

」んさすりのちだもとでたう「

わをひろげよう」

◯ 体育科

「ボール投げゲーム」

５ 資料について

本資料は，友達と仲良く遊ぶことのよさや，友達のことを考えて助け合うことの大切さについて

考えることのできる資料である。

かめ，あひる，白鳥が池の中の島へ行こうとした際に，一緒に連れて行ってほしいと言うりすに

泳げないから駄目だと断り，仲間はずれにしてしまう。しかし，りすがいないまま遊んでも楽しく

なかったかめたちは，次の日，りすに昨日のことを謝り，今度はりすをかめの背中に乗せて，みん

なで島に向かう話になっている。

仲間はずれは，低学年の子どもにおける友達とのトラブルとして起こりうることである。そのた

め，本資料を使ってこうした場面について考えることで，友達と仲良く，助け合おうとする心情を

高めることができる。
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